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展示会喝の横様

お茶席の横様

山内福島支店長主催者挨拶斉藤福島地区会長の乾杯

島

◆
福
島
地
区
電
友
会

9
月
謂
日
加
鳥
右
融
合
邸
に
お
い
て
、
福
山
地
区

小
皿
友
会
・
小
心
友
汗
女
人
ム
・
退
職
君
の
会
偏
局
地
区
協

議
会
の
共
催
で
余
㍑
作
目
m
展
を
開
催
し
ま
し
た

人
′
牛
度
は
、
初
の
試
み
と
し
て
1
日
た
け
の
槻
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
3
3
名
の
方
か
ら
釣
㈹
点
の
作
目
冊

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
両
人
と

⑳
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
閲
催

◎
第
2
回
地
区
役
員
会
開
催

9
日
8
日
、
邦
年
度
第
2
回
地
区
役
員
会
を
、
N

T
T
l
＝
ト
ビ
ル
I
C
T
ラ
ウ
ン
ジ
「
ア
ベ
ニ
ュ
ー
ル
」

に
於
い
て
閃
催
し
ま
し
た
。

議
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
人
′
年
度
の
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め

1
．
日
B
・
O
G
交
流
会
　
（
旧
祝
う
会
）
　
へ
の
れ
称

変
更
に
つ
い
て

甘
文
化
講
演
会
の
講
師
及
び
演
題
に
つ
い
て

甘
O
B
余
技
作
目
m
展
に
つ
い
て

2
会
日
日
拡
大
取
り
組
み
の
進
捗
状
況

3
不
良
設
備
及
び
販
一
皿
情
報
提
供
の
進
拙
状
況

4
熊
本
地
震
義
接
令
の
取
り
組
み
結
果

5
ひ
ま
わ
り
里
規
プ
ロ
シ
ュ
ク
ト
取
組
み
結
果

6
サ
ー
ク
ル
会
員
粟
訂
結
果

議
事
終
了
後
別
途
の
場
に
お
い
て
、
何
例
の
呂
気

払
い
を
兼
ね
た
懇
親
会
を
わ
い
、
今
後
に
向
け
た
活

動
な
と
を
相
認
し
人
目
い
ま
し
た

◎
第
2
2
回
N
T
T
I
O
B
余
技
作
目
1
日
展
閲
催

■
l
　
な
り
ま
し
た
が
、
来
場
音

は
作
品
を
鑑
小
目
後
、
抹
茶

の
ふ
る
ま
い
を
一
ハ
ス
け
な

が
ら
、
近
況
や
片
前
又
作

品
の
寸
許
な
と
で
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

m
H
封
〓
ザ
・
セ
レ
ク

ト
ン
裾
畠
に
お
い
て
「
N

T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
O

R
∵
∴
O
G
交
流
会
　
（
旧
電

信
小
皿
話
記
念
日
を
祝
う

会
こ
を
開
催
し
ま
し
た
。

巾
1
日
は
、
O
B
・
O
G

l
2
3
名
、
来
賓
・
N
T

T
件
部
2
4
名
の
計
1
4
7

名
が
参
加
し
ま
し
た

村
会
は
電
友
吾
宴
会
相

川
さ
よ
子
さ
ん
が
務
め
、

］
目
頭
「
N
T
T
福
島
支
店

の
取
組
み
状
況
」
に
つ
い
て
の
ビ
テ
オ
放
映
が
あ
り
、

退
職
者
の
会
福
島
地
区
協
斎
藤
孝
雄
会
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
、
N
T
T
福
島
友
情
山
内
功
支
店
長
の
・
卜
催

肯
挨
拶
、
福
島
地
F
電
友
人
ム
斤
藤
政
夫
会
止
の
乾
杯
、

東
胡
紹
介
の
後
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
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吾空合伊恵会長「ボケ防止じゃんけん」

カラオケクラブ
「いつでも夢を」

余
興
で
は
、
関
戸
武
さ
ん
の
祝
謡
・
宝
生
流
「
鶴

亀
」
　
で
始
ま
り
、
寺
島
功
さ
ん
の
「
ど
じ
ょ
う
す
く

い
」
次
い
で
カ
ラ
オ
ケ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
宴
が

進
む
に
つ
れ
カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ
せ
た
踊
り
な
ど
も
飛

び
出
し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
椅
幸
夫
と

吉
永
小
百
合
が
歌
っ
た
懐
か
し
い
「
い
つ
で
も
夢
を
」

を
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
が
壇
上
で
歌
い
、
会

場
か
ら
も
合
唱
が
起
こ
る

な
ど
更
に
盛
り
上
が
り
大

盛
況
の
う
ち
に
お
開
き
を

迎
え
ま
し
た
。

閉
会
の
言
葉
は
、
電
友

吾
妻
会
伊
藤
邦
子
会
長
に
よ
る
恒
例
の
　
「
ボ
ケ
防
止

じ
ゃ
ん
け
ん
」
を
行
い
、
次
回
ま
た
元
気
に
お
会
い

す
る
こ
と
を
約
束
し
、
交
流
会
は
重
罰
終
r
L
ま
し

た

《追糀》
N
T
T
福
島
支
店
社
員
が
、
永
年
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
取
組
ん
で
い
る
　
「
で
ん
で
ん
あ
り
の

実
会
」
　
に
よ
る
、
福
島
市
内
児
童
福
祉
施
設
「
青
葉

学
園
」
　
へ
の
支
援
活
動
の
協
力
会
募
金
の
お
願
い
が

本
交
流
会
で
N
T
T
か
ら
提
案
さ
れ
、
竹
さ
ん
に
協

力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
3
万
9
4
3
3
円
の
浄
財

が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
協
力
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま

した。今
回
ご
協
力
頂
い
た
浄
財
は
、
毎
年
1
2
月
「
青
葉

学
園
」
　
に
N
T
T
福
島
支
店
の
若
手
社
員
が
‖
■
∴
‖
J
き

行
わ
れ
る
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
　
の
賛
金
の
ー
鮎
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。

N
T
T
現
役
社
員
が
減
少
し
て
い
く
申
、
我
々
O

B
・
C
G
が
少
し
で
も
協
力
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば

と
考
え
、
次
年
以
降
も
本
交
流
会
で
の
日
毎
奈
活
動
を

継
続
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
■

◎
文
化
講
演
会
開
催

1
0
月
2
4
R
 
r
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
‖
B
・
O
G

交
流
会
」
　
の
第
1
部
と
し
て
、
サ
・
セ
レ
ク
ト
ン
福

山
に
お
い
て
、
（
株
）
　
ラ
イ
フ
ア
シ
ス
ト
出
目
本
心
＝

業
支
店
日
石
知
手
課
長
代
理
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
生
前
贈
与
に
お
け
る
保
険
活
用
の
効
果
」
と
題
し
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
1
0
0
名
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り

「
生
前
贈
与
の
こ
と
・
財
韓
贈
与
の
大
切
さ
・
生
命

保
険
の
活
用
」
な
ど
、
誰
も
が
避
け
て
は
連
れ
な
い

事
柄
の
内
容
だ
け
に
、
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。
講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
「
大
変
参
考

に
な
っ
た
」
　
「
参
考
に
な
っ
た
」
　
が
9
3
％
を
占
め
、

閲
心
の
高
さ
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
皆
さ

ん
が
関
心
の
あ
る
事
柄
を
演
題
と
し
た
講
演
会
を
開

催
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、

◎
サ
ー
ク
ル
清
勅

卜
福
島
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
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し
の
ぶ
コ
ル
フ
倶
楽
部
は
、
通
年
の
南
3
県
コ
ル

フ
大
会
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
福
島
県
内
の
県
南

コ
ル
フ
倶
楽
部
と
の
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
を
初
め
て
聞

催
し
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
人
た
ち
と
楽
し
く
語
ら
い

親
睦
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
会
員
も
4
名
の
若
い
方
が
入
会
し
て
頂
き
葉

し
い
ゴ
ル
フ
入
会
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
8
年
6
月
以
降
の
結
果
は
次
の
と
お
り

・
第
1
8
8
回
大
会
　
平
成
2
8
年
6
月
8
日

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C
 
W
ペ
リ
ア
戦

優
勝
　
阿
部
　
忠
　
　
　
準
優
勝
　
渡
部
　
雉
次

・
第
1
8
9
回
大
会
　
平
成
2
8
年
7
月
6
日

ハ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
我
妻
　
均

第
1
9
0
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
北
見
　
康
夫

第
1
回
福
島
地
区
・

平
成
2
8
年
8
月
1
9
日

W
へ
リ
ア
戦

準
優
備
　
横
山
　
絃

†
成
端
午
8
月
1
0
日

ハ
ン
テ
戦

準
優
勝
　
入
城
　
芳
治

郎
山
地
区
親
善
、
コ
ル
7
人
会

東
郡
山
C
・
C
　
ハ
ン
デ
戟

優
勝
　
　
阿
部
　
1
1
」
心
　
（
福
島
地
区
一

準
優
勝
　
太
旧
　
川
ハ
ト
へ
　
（
福
島
地
区
〉

・
第
1
9
1
回
大
会
　
平
成
祁
年
9
月
1
5
日

■
ハ
ー
シ
モ
ン
C
・
C
 
W
ペ
リ
ア
戦

優
勝
　
水
間
　
義
損
パ
　
　
準
優
勝
　
荒
木
　
省
一

∴
第
1
9
2
同
大
会
　
平
成
2
8
年
川
日
に
〓

福
島
コ
ル
7
民
報
コ
ー
ス
　
W
ペ
リ
ア
戟

優
勝
　
阿
部
　
義
則
　
　
準
優
勝
　
水
間
　
義
宗

②
I
T
サ
ー
ク
ル
悠
々
ク
ラ
ブ

2
8
年
度
上
半
期
活
動

定
期
総
会
は
4
月
2
1
円
、
1
7
名
参
加
し
て
開
催
。

鱒
年
度
活
動
方
針
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

1
ノ
例
会
開
催

会
員
の
P
C
ス
キ
ル
の
向
卜
を
目
指
し
W
 
l
 
n
d

O
 
W
 
S
川
へ
の
ア
ノ
ブ
テ
ー
ト
を
美
施
し
ま
し
た

動
画
編
集
ソ
フ
ト
　
（
V
 
l
d
 
e
0
S
－
u
d
 
l

O
1
9
）
　
を
帖
人
し
会
日
日
の
ア
ル
ハ
ム
朽
り
り
を
開
始
し

ま
し
た
■
ノ

・
5
月
2
7
日
　
9
γ

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
川
イ
ン
ス
ト
ー
ル
・
リ
カ
ハ
リ
ー

デ
ス
ク
作
成
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
6
月
2
3
日
　
9
名

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
1
0
イ
ン
ス
ト
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
隅
築
・

H
P
作
成

・
7
月
2
R
〓
　
6
名

H
P
作
成
・
サ
ウ
ン
ド
デ
バ
イ
ス

・
9
月
2
9
日
　
8
名

ヒ
デ
オ
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
ア
ル
バ
ム
作
り
　
（
講
師

O
B
木
村
誠
二
氏
）

②
P
C
教
室
は
月
2
回
実
施
。
参
加
者
か
ら
好
評

を
得
ま
し
た
。

開
催
延
べ
開
催
回
数
9
回
　
延
べ
参
加
者
川
名

講
庫
内
容
　
H
P
作
成
・
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ト
基

本
ス
キ
ル
の
取
得

■
′
3
示
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

視
覚
障
害
者
支
揺
組
織
「
福
島
に
じ
の
会
」
　
に
対

す
る
支
接
、
依
頼
さ
れ
た
本
の
テ
キ
ス
ト
化
・
テ
ィ

シ
ー
化
を
行
い
ま
し
た
し
・
卜
な
も
の
は
、
「
社
会
保

険
労
務
上
同
家
試
験
過
去
問
題
集
」
　
「
杏
り
の
源
氏

物
語
」
「
恋
す
る
百
人
▲
首
」
　
「
友
た
ち
は
永
遠
で
は

な
い
」
「
奇
跡
の
自
動
車
」
「
概
念
分
析
の
什
会
学
」

等
で
す
〕
　
5
月
知
日
協
力
者
6
名
に
よ
る
テ
キ
ス
ト

テ
ー
タ
作
成
の
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た

1
■
H
P
作
成
友
接
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交流会対局の模様

5ユ

電
友
会
福
島
支
部
の
H
P
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
〓
1

回
以
上
実
施
し
ま
し
た
。
併
せ
て
会
員
の
要
請
に
よ

り
H
P
作
成
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

様様動満会例

1
2
日
開
催
の
チ
定
で
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

棚
し
の
ぶ
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
第
3
回
福
島
文
部
祝
羞
＝
囲
非
サ
ー
ク
ル
交
流
会
は

6
月
8
日
「
郡
山
市
・
逢
灘
荘
」
　
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
回
と
同
様
2
0
名
の
参
加
が
あ
り
、
棋
力
に
応

じ
た
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
初
対
局
や
ラ
イ
ハ
ル
と
の

リ
ベ
ン
ジ
対
局
を
楽
し
み
交
流
を
は
か
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
「
）
　
ク
ラ
ス
別
の
人
骨
〓
苦
は
次
の
と
お
り
け

A
組
優
勝
秋
田
　
紘
行
　
準
優
勝
山
m
 
H
日
赤

B
組
優
勝
鈴
木
　
道
川
∫
　
咋
優
勝
家
久
来
せ
次

（郡山）

㈲
麻
雀
サ
ー
ク
ル

・
今
年
度
第
2
回
例
会
を
6
月
〓
U
N
T
T
山
ト
ヒ

ル
O
B
サ
ロ
ン
で
8
名
の
参
加
常
に
よ
り
行
い
ま
し

た
。
結
果
成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
■

優
勝
　
荒
木
　
省
一
　
準
優
勝
　
八
巻
　
使
▲

・
第
3
回
例
会
は
9
日
川
口
⊥
場
所
同
じ
）
　
8
名
の

参
加
者
に
よ
り
行
い
、
結
果
成
雛
は
次
の
通
り
で
す

優
勝
　
太
目
　
川
山
人
　
　
準
優
勝
　
佐
々
木
敏
二

・
今
年
度
＝
収
後
と
な
る
　
「
年
忘
れ
入
会
」
　
は
、
日
月

・
初
夏
大
会
は
6
月
2
2
日
O
B
サ
ロ
ン
で
聞
催
さ
れ

た
が
、
参
加
音
は
5
名
車
ま
り
と
な
り
寂
し
い
入
会

と
な
っ
た
。

優
勝
　
大
塚
　
正
附
　
　
準
優
勝
　
秋
川
　
紘
行

・
人
・
年
度
2
回
日
の
初
級
考
囲
非
講
座
が
6
月
2
9
日
、

第
3
回
日
は
8
月
1
0
日
に
そ
れ
ぞ
れ
4
名
の
参
加
行

を
得
て
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
2
8
年
か
ら
パ

ソ
コ
ン
囲
碁
ソ
フ
ト
を
活
輔
し
た
講
座
と
し
た
た
め

供
力
に
応
じ
た
ソ
フ
ト
対
戦
を
楽
し
み
な
が
ら
各
日

棋
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
納
涼
大
会
は
8
月
2
4
日
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
7
名
で
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
　
菅
野
　
英
二
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
道
則

・
第
2
0
回
南
3
県
親
善
囲
碁
大
会
は
9
月
1
5
円
∵
1
柏

R
山
形
の
　
「
天
童
温
泉
い
ち
ら
く
」
　
で
開
催
さ
れ
た

福
鳥
か
ら
は
6
名
参
加
予
定
が
3
名
と
寂
し
い
参
加

と
な
っ
た
。
A
・
B
組
は
宮
城
勢
が
圧
勝
し
た
が
、

C
組
で
は
当
ク
ラ
ブ
か
ら
参
加
の
黒
森
澄
夫
さ
ん
が

全
勝
優
勝
と
1
人
気
を
は
い
た
。

・
秋
季
大
会
は
1
0
月
1
2
日
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ

た
■
　
参
加
者
6
名
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
　
栗
原
　
信
幸
　
　
堆
優
勝
　
秋
田
　
紘
行

・
忘
年
大
会
は
1
2
日
1
4
H
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
．
㌣
定

－
か
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

会
員
は
硯
石
2
1
名
で
す
が
、
老
若
男
女
を
川
わ
す

丁
軽
に
楽
し
め
る
牛
渥
ス
ホ
ー
ツ
と
し
て
、
健
班
の
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さあ、競技開始です

発表会参加の皆さん

維
持
増
進
に
向
け
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
）

∴
疋
期
練
習

毎
月
第
1
水
曜
日
と
第
3
水
曜
日
の
2
日
間
を
定

期
練
習
日
に
設
定
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

練
習
を
重
ね
て
お
り
ま
す
U

・
本
コ
ー
ス
体
験
会

本
コ
ー
ス
体
験
会
は
、
4
月
・
5
月
の
2
回
実
施

し
、
延
べ
1
8
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
「
）

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
利
川
し
て
い
る
練
習
場
と

本
コ
ー
ス
と
の
プ
レ
1
環
境
の
違
い
に
改
め
て
気
づ

か
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
体
験
会
と
な
り
ま
し
た

・
競
技
大
会

競
技
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
4
半
期
に
1
回
　
（
牛
4

回
）
　
開
催
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
謂
年
6

月
か
ら
は
相
馬
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
福
最
古

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
交
互
に
利
用
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
体
験
会
を
競
技
大
会
に
変
更
し
て
毎
月
開
催

平
成
2
8
年
6
月
2
5
日
例
会
　
6
名
参
加

平
成
2
8
年
7
月
日
日
発
表
会
　
目
名
参
加

優
　
勝
　
山
本
　
豊
彦

B
B
賞
　
H
中
　
利
美

準
優
勝
　
古
川
　
純
．
二

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
競
托
方
法
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン
デ
戦
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
誰

に
で
も
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
、
毎
回
優
勝
者

が
変
わ
る
と
い
う
励
み
も

加
わ
っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
一
打
一
打
を

よ
り
大
切
に
す
る
真
剣
な
プ
レ
ー
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
、
入
会
開
催
の
た
び
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。

第
1
回
大
会
優
勝
　
三
森
　
陸
芙
　
（
7
月
7
日
）

第
2
回
大
会
優
勝
　
高
橋
　
　
徹
　
（
7
月
知
日
）

第
3
回
大
会
優
勝
　
校
並
　
広
間
　
（
9
月
邦
H
）

・
サ
ー
ク
ル
交
流
会

卸
年
も
、
下
期
に
相
馬
地
区
と
南
相
馬
地
区
と
福

島
地
区
と
の
3
地
は
に
よ
る
」
父
流
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

㈲
電
友
福
島
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

平
成
2
8
年
8
月
2
0
日
例
会

平
成
鱒
年
9
月
1
0
日
例
会

平
成
2
8
年
9
月
7
日
例
会

†
成
2
8
隼
5
日
は
〓
例
会

平
成
謂
年
6
月
1
日
例
会

5
万
日
参
加

6
名
参
加

◆
電
友
吾
妻
会

⑳
初
夏
の
‖
棚
り
温
泉
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平
成
2
8
年
6
月
2
9
日
梅
雨
の
哨
れ
間
の
1
日
を
十

湯
温
泉
の
福
う
さ
ぎ
に
2
4
名
が
参
加
し
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
旅
館
は
全
館
が
畳
敷
き
に
な
っ
て
お
り
廊
下

も
ス
リ
ノ
バ
を
履
か
ず
に
歩
け
る
の
で
私
達
高
齢
者

に
と
っ
て
は
お
い
丸
に
入
り
の
廊
下
で
し
た
。

お
食
事
ま
で
は
お
茶
と
お
喋
り
に
花
を
咲
か
せ
、

年
に
何
回
か
は
会
っ
て
い
る
友
で
も
新
鮮
な
気
持
ち

で
話
せ
る
の
は
昔
の
仲
間
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
い

よ
い
よ
魚
料
理
が
芙
味
し
い
と
の
噂
の
食
事
の
時
間

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
配
ら
れ
た
舟
舵
．
・
旧
＝
り
の
お
刺
身
、

焼
き
魚
等
々
食
べ
き
れ
な
い
程
の
ご
ち
そ
う
で
し
た
∧

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
今
度
は
楽
し
み

の
入
浴
で
す
。
自
家
源
泉
の
陶
器
風
呂
を
始
め
1
2
椎

煩
の
お
風
呂
が
あ
り
ゆ
っ
く
り
と
お
風
呂
に
つ
か
り

3
階
の
お
風
呂
よ
り
眺
め
る
緑
鮮
や
か
な
山
の
景
色

は
又
格
別
な
も
の
で
し
た
。

日
月
に
は
　
「
又
元
気
に
会
い
ま
し
ょ
う
ね
」
と
け

い
に
言
い
合
い
な
が
ら
…
秋
に
は
ど
こ
の
温
泉
に
な

る
の
か
な
？
期
待
を
し
つ
つ
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
）

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

骨
ひ
ま
わ
り
健
康
サ
ー
ク
ル

6
月
初
旬
、
佐
藤
梨
園
内
の
春
バ
ラ
を
鑑
賞
。
押

し
並
べ
て
開
花
が
早
く
、
バ
ラ
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
満
開
の
バ
ラ
に
固
ま
れ
る
と
言
葉
を
失
う
　
7

8
月
は
夏
休
み
。
猛
暑
は
、
忘
れ
ず
に
更
に
強
度
を

増
し
て
や
っ
て
来
た
。
テ
レ
ヒ
も
、
老
人
は
外
山
を

控
え
て
水
分
を
摂
れ
と
言
っ
て
い
る
。
加
え
て
オ
リ

ン
ピ
ソ
ク
と
台
風
情
報
、
専
ら
テ
レ
ビ
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
が
お
友
達
だ
っ
た
。
9
月
に
入
る
と
、
さ
す
が

に
活
動
計
画
を
具
体
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
入
れ
て
部
屋
を
確
保
、
役
員

打
ち
合
わ
せ
。
ハ
タ
ハ
タ
と
忙
し
い
、
博
識
で
鳴
る

サ
ー
ク
ル
会
員
に
呼
吸
法
な
ど
を
教
え
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
た
〔
ノ
　
先
ず
は
胡
座
を
組
ん
で
腹
式
呼
吸

大
声
で
ア
ノ
ハ
ノ
ハ
、
ア
ッ
ハ
ノ
ハ
　
息
を
吸
っ
て
、

止
め
て
、
ゆ
っ
く
り
長
－
く
吐
い
て
、
作
り
笑
い
に

本
当
に
笑
い
出
し
て
し
ま
う
し
　
廊
下
を
通
り
か
か
っ

た
男
性
職
員
が
、
ギ
ョ
ソ
と
し
た
顔
を
し
て
・
り
ち
l
L

ま
る
の
が
見
え
た
。
ア
ッ
ハ
ノ
ハ
。

脚
手
作
り
サ
ー
ク
ル

1
日
で
出
来
る
使
え
る
私
の
宝
物
。
最
近
は
1
日

で
出
来
る
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い

じ
っ
く
り
い
い
物
を
作
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
日

は
ス
ム
ー
ス
に
な
め
ら
か
に
な
る
の
で
す
が
千
も
一

緒
と
は
い
か
な
い
。
（
こ
れ
も
よ
し
）
　
2
8
年
は
豪
群

な
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
折
り
紙
で
花
瓶
敷
き
、
橋
袋
、
L
り

派
な
も
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
が
心
に
残

る
品
で
す
。

会
員
が
年
々
少
な
く
な
り
、
出
来
上
が
る
物
も
少

な
く
な
り
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
の
で
す
か
、
お
し
ゃ

べ
り
は
賑
や
か
で
楽
し
い
も
の
で
衰
え
を
知
り
ま
せ
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ん
。
作
り
方
の
要
領
を
得
た
段
階
で
続
き
は
次
回
、

宿
題
に
な
り
ま
す
。
翌
月
は
出
来
栄
え
を
見
せ
人
目
い

ま
た
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。
急
が
ず
ゆ
っ
く
り
そ
れ

な
り
の
物
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
も
よ
し
！
そ

ん
な
今
日
こ
の
頃
の
手
作
り
サ
ー
ク
ル
で
す
。

㈱
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

集
ま
れ
ば
わ
い
わ
い
賑
や
か
な
こ
と
。
気
心
の
人
目

う
仲
間
は
こ
ん
な
も
の
。
さ
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

ろ
う
と
計
画
を
た
て
た
が
、
さ
っ
ぱ
り
進
ま
な
い

1
0
月
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
っ
か
り
計
画
し
、

結
果
を
残
し
た
い
。

季
節
の
花
を
主
に
描
い
て
い
る
た
め
安
否
確
認
の

た
め
使
っ
て
手
元
に
残
ら
な
い
。
柏
手
の
安
不
日
確
認

も
あ
る
が
自
分
が
元
気
！
を
届
け
る
。
こ
れ
は
化
は

勿
論
だ
が
所
作
が
心
が
伝
わ
る
よ
う
で
届
け
る
〔
　
卜

手
で
も
心
が
伝
わ
る
よ
う
な
気
が
す
る
し
描
い
て
い

る
か
ら
送
る
気
に
も
な
り
何
か
が
伝
わ
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
ぐ
絵
手
紙
ハ
ン
サ
ィ
。

廿
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部

自
然
に
流
れ
る
空
気
の
中
で
決
ま
っ
た
額
取
出
U

八
幡
太
郎
義
家
が
こ
こ
で
額
を
剃
っ
た
伝
説
か
ら

呼
ば
れ
て
い
る
二
頂
上
か
ら
は
猪
苗
代
湖
、
砦
梯
山
、

郡
山
市
、
熱
海
町
等
3
6
0
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
見
渡

せ
る
は
ず
。
福
島
か
ら
迷
っ
た
り
し
て
中
で
約
2
時

間
、
、
弘
法
清
水
守
山
日
か
ら
出
発
、
あ
い
に
く
の
人

候
で
兵
っ
∩
な
誼
、
と
に
か
く
急
な
上
り
坂
、
う
っ

か
り
し
て
い
る
と
前
の
人
が
見
え
な
く
な
る
し
ま
し

て
や
誰
も
が
無
日
、
叶
く
息
だ
け
が
朱
に
な
る
〉
　
卜

山
の
1
人
に
お
会
い
す
る
。
「
頂
L
は
涼
や
か
な
凧

が
流
れ
て
気
持
ち
が
い
い
で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
登
る

と
頂
上
と
勘
違
い
す
る
所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で

は
な
く
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
で
す
よ
」
　
の
情
報
。

仲
間
が
お
に
ぎ
り
を
1
個
食
べ
た
こ
ろ
や
っ
と
た
と

り
着
い
た
頂
ヒ
は
真
っ
白
、
何
も
見
え
な
い
√
一
し
か

し
心
地
よ
い
風
は
頂
上
だ
〔
　
そ
こ
へ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
音
。
「
な
に
」
見
え
な
い
！
歳
を
運
ん
で
く
れ
た
。

見
え
た
。
「
郡
山
」
消
え
た
！
こ
っ
ち
猪
H
m
代
湖
！

消
え
た
。
（
残
念
磐
梯
山
は
見
え
な
い
）
　
「
熱
抱
の
街

は
こ
っ
ち
」
黄
金
色
に
色
づ
い
た
稲
穂
絶
景
の
こ
袈

実
で
す
。
消
え
た
り
、
現
れ
た
り
順
番
・
順
番
の
絶

景
に
満
喫
。
「
や
り
ま
し
た
ね
」

急
な
下
り
坂
は
何
度
か
、
お
し
り
も
使
っ
て
す
べ

り
お
り
る
結
果
に
な
っ
た
が
怪
我
も
な
く
素
晴
ら
し

い
絶
景
パ
ノ
ラ
マ
に
満
足
感
と
達
成
成
T
・
私
ご
と
だ

が
翌
日
か
ら
筋
肉
痛
と
重
い
身
体
で
つ
ら
か
っ
た
こ

と
つ
ら
か
っ
た
こ
と
。
夏
の
暑
い
口
の
昼
寝
の
…
ポ
り

か。◆
電
電
原
町
退
職
者
の
会

◎
定
期
総
会
開
催
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平
成
2
8
年
度
定
期
総
会
は
、
6
月
知
日
、
原
町
区

の
ホ
テ
ル
　
「
も
り
の
ゆ
」
　
で
3
1
名
参
加
で
開
催
し
ま

した。総
会
で
は
、
次
年
度
の
活
動
方
針
を
満
場
一
致
で

決
定
し
、
新
会
員
の
紹
介
を
終
え
た
後
、
場
所
を
別

室
に
移
し
懇
親
会
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
の
交
流
を
深
め
あ
う
楽
し
い
1
日
で
し
た
し

◎
1
泊
親
睦
旅
行
に
つ
い
て

7
月
‖
～
1
2
日
、
1
狛
2
日
の
日
程
で
　
「
富
土
山
・

。
．
保
の
松
原
を
楽
し
む
」
親
睦
旅
行
を
3
2
名
が
参
加

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
駿
河
湾
か
ら
船
で
冨
十
l
＝
を

眺
め
る
予
定
が
雲
が
か
か
り
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が

世
界
遺
軽
の
見
学
や
三
保
の
松
原
を
散
策
す
る
な
と

ま
た
夜
の
懇
親
会
は
釈
あ
り
、
ケ
ー
ム
あ
り
で
交
流

を
深
め
あ
い
楽
し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
｝

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

4
月
2
2
日
、
電
電
原
町
、
N
T
T
退
職
者
、
相
馬

の
合
同
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
2
7
名
の
参
加
が
あ
り
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
山
て
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
1
0
名
も
出
て
高
ス

コ
ア
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
、

終
／
後
、
場
所
を
変
え
て
、
総
会
を
開
催
し
、
次

年
度
の
方
針
を
確
認
し
た
後
、
交
流
会
を
開
催
し
て

〃
意
義
な
1
日
と
な
り
ま
し
た
ゝ

◆
電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
定
例
総
会
開
催

第
2
3
回
定
例
総
会
を
平
成
2
8
年
7
月
1
3
日
丸
森
明

の
「
あ
ぶ
く
ま
荘
」
に
お
い
て
会
員
1
0
名
の
参
加
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
来
賓
と
し
て
N
T
T
東
日
本
－
東
北
福
島
支
店

企
画
総
務
部
長
石
井
宏
昌
様
を
お
迎
え
致
し
ま
し
た

議
事
は
議
長
に
森
仁
一
さ
ん
を
選
出
し
て
、
平
成

2
7
年
度
経
過
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
お

よ
び
平
成
2
8
年
度
事
業
計
画
（
案
）
、
予
算
二
案
）

が
提
案
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
N
T
T
車
業
協
力
と
し
て
不
良
設
備

（
引
き
込
み
線
の
垂
れ
下
が
り
な
と
）
　
の
情
報
提
供

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
〕

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
盛
会
の
う
ち
に

終
r
L
ま
し
た
。

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
無
人
交
換

所
除
草
作
業
を
有
・
心
で
取
り
組
み
ま
し
た
■
　
人
′
回
も

磯
部
、
山
上
交
換
所
を
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
予

定
ど
お
り
完
了
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
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君付けのお手伝いに協力うねめ踊り模様

1
　
第
6
4
回
パ
ー
ク
コ
ル
7
人
会

平
成
2
8
年
4
月
2
7
日
松
川
浦
パ
ー
ク
コ
ル
フ
場
で

参
加
者
9
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
者
は
岡
田
博

さ
ん
で
し
た
。

健
康
維
持
の
た
め
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
練
習
を
毎
週

水
曜
口
9
時
細
分
か
ら
主
に
　
「
松
川
捕
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
」
　
で
行
っ
て
い
ま
す
√
∪
気
軽
に
参
加
さ
れ
ま
す

よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
平
成
2
8
年
日
月
に
は
南
相
馬
、
福
島
、
相

馬
の
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
入
会
を
相
馬
で
開
催
し
ま

した。
2
　
南
相
馬
と
の
交
流
グ
ラ
ン
ド
、
コ
ル
フ
大
会

平
成
2
鱒
年
4
月
2
2
日
南
村
帰
・
相
馬
交
流
ク
ラ
ン

ド
コ
ル
7
人
会
が
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
、
相
馬
か

ら
4
名
の
参
加
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

か
会
の
女
性
も
例
年
通
り
着
付
け
手
伝
い
に
協
力
し

ま
し
た
。
2
8
年
は
8
月
5
H
、
4
名
で
着
付
け
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。

日
時
　
平
成
2
8
午
7
月
1
3
日
1
日
日
の
2
日
間

場
所
　
郡
山
3
か
所
、
須
賀
川
2
か
所
を
延
べ
人

員
6
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

◆
電
友
あ
さ
か
会

◎
N
T
T
不
良
設
備
情
報
提
供

N
T
T
事
業
協
力
と
し
て
、
所
外
等
不
良
設
備
代

報
提
供
と
し
て
「
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
鳴
＝
リ
」
郡
山
市

内
［
宝
沢
1
L
5
］
　
の
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

◎
う
ね
め
踊
り
着
付
け
手
伝
い

毎
年
、
郡
山
の
夏
祭
り
　
「
う
ね
め
踊
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
N
T
T
参
加
に
あ
た
り
、
電
友
あ
さ

◎
撫
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
協
力
と
し
て
節
1
回
日
を
黒
地

◎
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
郡
山
地
区
O
B
・
O
G

交
流
会
開
催

1
0
月
2
4
日
8
9
名
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド

郡
山
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

第
1
部
の
文
化
講
演
会
は
　
「
笑
い
と
健
腑
」
　
の
演

題
で
講
師
に
「
〓
福
亭
龍
笑
先
生
」
を
迎
え
、
笑
う

こ
と
を
メ
ー
ン
に
1
認
知
症
予
防
　
（
シ
ャ
ン
ケ
ン
・

引
き
算
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
3
人
し
り
と
り
）
　
■
2
脳
梗

塞
の
早
期
発
見
　
（
顔
∴
陶
‥
フ
リ
ル
レ
ロ
の
声
）
　
等

か
ら
の
発
見
3
／
卜
字
ハ
ラ
ン
ス
へ
各
椎
の
ロ
コ
モ
ス
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口福亭税芙先生による請沸会
「はけない小唄」（お座敷小唄の節で）

NTT福島クループ郡山地区
OB・OG交流会記念撼影

邦

ぼ
け
な
い
小
唄
（
ぉ
座
敷
小
唄
の
帝
で
）

1

　

何

も

し

な

い

で

ボ

ン

ヤ

リ

と

テ
レ
ビ
は
か
り
を
九
て
い
る
と

の
ん
き
な
上
う
で
も
年
を
と
り

十
年
早
く
ボ
ケ
ま
す
上

2
　
仲
川
外
れ
で
た
だ
一
人

何
も
や
る
こ
と
な
い
人
は

夢
も
妻
も
赴
け
て
行
き

キ
も
と
ら
ず
に
ボ
ケ
ま
す
よ

▲
訣
W

ク
ワ
ッ
ト
〉
　
了
■
ボ
ケ
防
1
卜
の
唄
　
（
ワ
ノ
ハ
ハ
の
唄

ボ
ケ
な
い
小
唄
）
　
等
を
コ
ミ
カ
ル
に
冥
習
し
ワ
ノ
ハ

3
　
星
・
t
物
★
べ
な
い
で

軟
も
鏑
り
も
や
ら
な
い
で

人
の
ア
ラ
な
ど
さ
が
す
人

人
の
三
井
ボ
ケ
ま
す
上

ハ
々
々
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
「

第
2
部
の
N
T
T
福
島

グ
ル
ー
プ
郡
山
地
区
O

B
・
O
G
交
流
会
は
、
主

催
者
挨
拶
を
和
知
郡
山
エ

リ
ア
支
店
長
・
〓
旧
会
長
・

ワ
ッ
ハ
ハ
の
す
　
〔
も
罵
り
三
人
旭
）

1

　

ワ

ッ

ハ

ハ

ワ

ッ

ハ

ハ

ワ

ッ

ハ

ハ

の

ハ

の

ハ

の

ハ

笑
っ
て
▲
ら
せ
l
J
世
の
ヤ
ほ

ワ

ノ

ハ

ハ

の

ワ

ッ

ハ

ハ

で

ワ

ン

ハ

ハ

の

ハ

今
日
も
靡
く
み
ん
な
の
笑
顔

チ

ャ

ン

十

十

ン

2

．

ワ

ッ

ハ

ハ

ワ

ッ

ハ

　

ハ

ワ

シ

ハ

ハ

の

ハ

の

ハ

の

ハ

異
へ
て
生
き
よ
う
世
の
十
－

ワ

ン

ハ

ハ

の

ワ

ン

ハ

ハ

て

ワ

ッ

ハ

ハ

の

ハ

‘
8
た
の
し
い
ふ
ん
与
の
芙
廣

十

十

ン

チ

ャ

ン

吼
郷

の
人

ハ
三

ッ
芙

り
お

偵
m
N
T
T
労
組
福
島
県
域
分
会
事
務
局
に
∴
皿
川

郡
山
市
長
か
ら
こ
祝
辞
等
を
い
た
だ
い
た
後
、
山
ノ

井
N
T
T
労
組
郡
山
地
区
協
議
会
会
長
の
蛇
杯
に
続

き
、
電
友
あ
さ
か
会
幹
事
の
近
内
久
子
さ
ん
に
よ
る

祝
宴
司
会
に
て
、
会
員
相
互
は
も
と
よ
り
現
役
の
皆

様
と
親
随
を
深
め
、
参
加
者
に
よ
る
十
・
八
番
の
カ
ラ

オ
ケ
饗
官
を
披
露
し
た
。

万
歳
一
二
唱
は
電
友
あ
さ
か
会
常
任
理
少
の
l
＝
家
さ

ん
・
閉
会
の
こ
と
ば
を
電
友
あ
さ
か
会
副
会
に
の
加

藤
彰
さ
ん
に
宣
一
一
日
し
て
い
た
た
き
、
盛
会
の
な
か
お

開
き
と
な
っ
た
。

◎
食
用
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

電
友
あ
さ
か
会
発
足
3
0
周
年
記
念
行
事
の
1
つ
と

し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の
　
「
食
周
廃
油
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
」
を
継
続
し
て
会
員
が
回
収
し
、
精
製
・

販
売
は
社
会
福
祉
法
人
「
に
ん
じ
ん
舎
の
会
」
　
（
知

的
樽
が
い
者
施
設
）
　
が
パ
イ
オ
ニ
ア
ィ
ー
ゼ
ル
燃
椚

（
C
O
2
削
減
）
　
化
し
、
収
益
は
　
「
に
ん
じ
ん
舎
」

が
取
得
。
会
員
並
び
に
大
口
消
費
店
舗
等
の
協
力
を

得
て
9
月
末
累
計
で
5
7
8
リ
ッ
ト
ル
提
供
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
も
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

亜
電
友
あ
さ
か
会
旅
ク
ラ
ブ

平
成
2
8
年
度
旅
ク
ラ
フ
定
期
総
会
は
、
春
季
旅
行

を
兼
ね
5
月
2
3
日
、
1
岬
名
　
（
含
む
子
供
1
名
）
　
の
出

席
を
得
て
、
新
線
燕
る
地
元
・
郡
山
車
の
奥
座
敷
、
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ニッコリ・ハイ・チーズ

5り

県南地区OBゴルフクラフメンバー

磐
梯
熱
海
‖
仙
泉
で
′
〓
わ
れ
ま
し
た

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
地
一
几
郡
山
山
内
で
の
閲
催
と

あ
っ
て
リ
ラ
ノ
ク
ス
モ
ー
ド
で
参
加
し
て
い
た
だ
け

た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す

温
泉
到
着
後
は
、
恒
例
に
よ
り
上
関
先
に
て
記
念

揖
影
、
全
員
揃
っ
て
い
る
か
の
確
認
の
後
、
「
二
ノ

コ
リ
・
ハ
イ
・
チ
ー
ズ
」
記
念
撮
影
・
終
r
と
な
り

ま
し
た
。

定
期
総
会
で
は
、
大
会
議
長
に
副
会
長
の
馬
場
光

政
さ
ん
を
選
出
し
、
議
事
次
第
に
従
い
、
経
過
親

告
・
会
計
監
査
報
告
・
質
疑
応
答
と
進
め
ら
れ
て
い

き
、
満
場
一
致
で
試
案
が
承
認
さ
れ
、
総
会
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
例
年
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
「
旅

行
へ
の
参
加
者
が
少
な
い
」
と
言
う
こ
と
を
踏
ま
え

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

心
待
ち
に
し
て
い
た
懇
親
会
目
前
の
申
〓
重
な
時
間
…
吊

で
し
た
が
、
快
く
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
い
た
た

き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
次
回
の

総
会
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
早
速
秋

季
旅
行
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
■
〕

持
ち
に
待
っ
た
懇
親
会
は
、
添
田
さ
ん
の
乾
杯
の

音
頭
で
始
ま
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
な
二
や
か
な
い
分

国
気
の
う
ち
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た

会
場
に
は
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
差
し
入
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
日
本
酒
通
の
方
か
ら
は
銘
酒
の
差
し
入
れ

と
解
説
・
由
来
等
、
お
つ
ま
み
差
し
入
れ
の
方
か
ら

は
作
り
方
と
効
用
等
、
お
菓
子
差
し
入
れ
の
方
か
ら

は
上
品
な
い
た
だ
き
方
等
々
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら

お
い
し
く
飲
食
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
緑
煮
る
郡
山
市
の
奥
座
敷
・
磐
梯
熱
海
温
泉
を

満
喫
し
、
楽
し
い
1
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た。㈲
県
南
地
区
O
B
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

謂
年
度
前
半
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

・
約
1
回
ア
ロ
ー
レ
イ
ク
カ
ン
ツ
リ
ー

優
勝
　
金
沢
　
紘
一
　
嘩
優
勝
　
深
作
　
洋
一

第
2
回
郡
山
東
都
カ
ン
ト
リ
ー

優
勝
　
本
間
　
仁
郎
　
　
準
優
勝
　
熊
田
　
政
雄

第
3
回
は
雨
に
見
舞
わ
れ
中
上
と
な
り
ま
し
た

㈲
囲
碁
ク
ラ
ブ

平
成
2
8
年
度
活
動
状
況

∴
第
2
回
定
例
会
　
5
月

A
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
人
′
泉
†
鶴
十

準
優
勝
　
金
i
尺
　
紋
．

B
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
衿
仰
木
　
健
．

準
優
勝
　
吉
刑
　
重
夫

・
福
島
支
部
親
善
囲
碁
交
流
会
　
6
月

・
第
3
回
定
例
会
　
7
月

A
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
山
門
　
茂
夫
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NTTいわき常慕支店長のこ挨拶

準
優
勝
　
高
山
　
博

B
ク
ラ
ス
は
研
修
会
と
し
た
。

度
い
わ
き
電
友
会
総
会
」
　
が
N
T
T
東
日
本
福
島
支

店
い
わ
き
常
葉
支
店
長
、
N
T
T
労
働
組
合
東
北
支

部
福
島
県
城
分
会
鈴
木
分
会
長
（
後
藤
代
理
）
、
N

◆
白
河
地
区
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

川
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ

白
河
小
峰
城
と
城
下
町
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ふ
る
さ
と

名
物
応
接
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
　
活

動
内
容
は
歴
史
的
建
造
物
や
白
河
名
産
　
（
小
峰
城
・

白
河
の
関
・
白
河
だ
る
ま
・
白
河
そ
ば
・
白
河
石
等
｝

を
巡
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
（

引
P
C
ク
ラ
ブ

生
き
る
　
T
R
河
地
区
だ
よ
り
）
　
の
発
行
及
び
総
会

資
料
や
年
賀
ハ
ガ
キ
の
作
＝
∴
力
等
月
1
回
開
催
し
て

い
ま
す
し

サ
南
峰
会

ラ
ン
チ
会
や
歴
史
的
建
造
物
視
察
研
修
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
【

T
T
労
組
退
職
者
の
会
い

わ
き
地
区
協
議
会
岡
部
会

長
、
福
島
県
議
会
古
市
議

員
を
来
賓
に
お
招
き
し
会

員
2
7
名
参
加
の
も
と
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
島
会
長

挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
の
万
々

か
ら
こ
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
議
長
に
加
藤
幹
部
を

選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
　
事
務
′
・
J
か
ら
半
成
2
7

年
度
の
事
業
活
動
報
告
及
び
、
収
支
決
竹
報
告
が
行

◆
い
わ
き
電
友
会

◎
平
成
2
8
年
度
総
会
開
催

7
月
1
7
日
い
わ
き
直
月
日
朴
に
於
い
て
　
「
平
成
鱒
年

様校舎観想

わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
ヤ
成
卸

年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
提
案
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
役
員
補
選
が

行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
新
た
に
新
任
　
（
退
任
）
　
さ
れ

ま
し
た
。

新
任
　
会
計
監
査
　
富
岡
　
伸
子

退
任
　
会
計
監
査
　
早
坂
　
公
男

総
会
終
了
後
は
同
会
場
に
お
い
て
懇
親
会
を
行
い

カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
で
親
交
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

◎
親
睦
1
泊
旅
行

N
T
T
い
わ
き
退
職
者
の
会
主
催
、
い
わ
き
車
戦
友

会
協
賛
の
1
泊
旅
行
　
（
咲
花
温
泉
、
阿
賀
野
川
船
卜

り
、
会
津
二
ご
ろ
り
参
拝
）
　
が
6
月
1
5
日
1
1
6
日
宗

施
さ
れ
ま
し
た
■

里
∴
H
は
人
候
に
も
恵
ま
れ
、
朝
8
時
に
鹿
島
報
徳

ハ
ス
卓
帝
を
〓
発
〔
　
い
わ
き
市
内
を
辿
り
、
い
わ
き

｛
和
I
C
l
磐
越
道
～
磐
梯
河
東
I
C
～
国
道
4
9
日
ケ

＼
触
盛
山
人
U
に
て
5
0
分
の
昼
食
。
昼
食
後
1
時
に

は
伊
佐
須
美
神
杵
に
到
着
■
　
参
れ
、
ア
ヤ
メ
祭
り
を

兄
…
字
　
そ
の
後
中
l
‖
観
音
参
拝
後
、
L
l
′
木
観
音
に
参

汗
。
会
津
坂
F
I
C
磐
越
道
二
川
I
C
咲
花
混
泉
佐

J
I
八
十
日
∵
F
 
T
㌧
し
．
1

日
〃
．
ハ
n
J
－
－
．
〓
ド
／
．
1

旅
館
に
到
羞
後
時
間
が
相
¶
あ
る
の
で
皆
ゆ
っ
く

り
と
風
H
に
・
入
り
休
養
日
来
た
様
で
す
ゝ

1
6
日
は
柳
9
時
3
0
分
〓
発
な
の
で
皆
ゆ
っ
く
り
と

朝
風
H
を
浴
び
朝
食
を
血
行
ま
し
た
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親睦1泊旅行

一＿　二．≠ノミや，

普蔓を余程奈

・、1．▼　∴

旅
館
を
9
時
細
分
出
発
し
国
道
4
9
日
ケ
を
通
り
阿
賀

の
里
乗
船
場
に
到
眉
。
4
0
分
の
阿
加
日
野
川
遊
覧
周
遊

コ
ー
ス
で
は
船
頭
の
説
明
が
面
目
く
伴
を
笑
わ
せ
な

が
ら
の
同
遇
で
し
た
。

遊
覧
後
道
の
駅
阿
賞
の
里
に
て
日
食
・
胃
い
物
等

を
し
そ
の
後
烏
追
観
音
へ
㌧
　
お
坊
さ
ん
か
ら
鳥
追
納

旨
棟
の
説
明
を
開
き
道
の
駅
に
し
あ
い
づ
へ
と
移
動

休
憩
を
は
さ
ん
で
帰
路
へ
…
。
無
事
い
わ
き
に
到
着

し
ま
し
た

今
回
の
旅
行
は
時
間
的
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
旅

館
に
到
着
後
も
叉
観
も
ゆ
っ
く
り
な
の
で
休
養
に
な

り
ま
し
た
ゥ
　
又
料
理
も
夜
朝
と
も
に
内
容
が
良
か
っ

た
で
す
。

時
間
的
に
追
わ
れ
な
い
旅
行
の
方
が
良
い
で
す
ね

世
話
役
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
会
津
電
友
会

◎
平
成
2
8
年
度
総
会
開
催

平
成
2
8
年
7
月
1
2
日
、
会
津
若
松
市
内
の
　
「
ホ
テ

ル
い
づ
み
や
」
　
に
於
い
て
、
ご
来
賓
に
N
T
T
東
日

本
－
東
北
福
島
支
店
会
津
エ
リ
ア
支
店
会
津
オ
フ
ィ

ス
営
業
担
当
課
長
川
本
哲
也
様
並
び
に
N
T
T
労
働

組
合
退
職
者
の
会
会
津
地
区
協
議
会
会
長
鈴
木
尚
栄

様
を
お
迎
え
し
、
会
員
2
2
名
出
席
の
も
と
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

皆
川
重
作
幹
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
物
故
者
に
対

し
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

鈴
木
キ
イ
子
副
会
長
が
開
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

岩
桔
会
長
が
日
頃
O
B
に
対
す
る
ご
理
解
こ
支
援
に

感
謝
を
申
し
上
げ
忌
性
の
な
い
意
見
交
換
を
お
願
い

し
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

川
本
哲
也
様
か
ら
は
、
祝
辞
と
　
「
N
T
T
の
最
新

情
報
等
」
　
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
鈴
木
尚
栄
様
か
ら
は
心
温
ま
る
連
帯
の
こ

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
・

議
長
に
伊
藤
乾
稟
さ
ん
を
選
吊
′
■
　
議
事
に
入
り
半

成
2
7
年
度
の
、
主
な
活
動
、
会
計
、
監
査
に
つ
い
て
各

頼
当
よ
り
報
告
。
拭
い
て
平
成
謂
年
度
の
活
動
計
画

（
案
）
、
予
算
　
（
案
）
、
役
員
の
選
任
を
提
案
　
審
Y
満

の
結
果
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
吋
決
承
認
さ
れ
ま
し

た。

議
長
解
任
の
後
、
高
橋
賢
作
幹
事
が
閉
会
の
こ
と

ば
を
述
べ
昼
食
会
に
入
り
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

・ノー．い


